
























































この報告書の線に沿って，ビーグルが指導者となり，National Council of Teachers of
Mathematics(全米数学教師協議会，略称 NCTM)とMathematic Association of America(アメリ



















(Piaget and Szeminska 1939)(Piaget and Inhelder 1941)。
(3) 現代化の反省
アメリカの数学教育現代化の象徴であった，SMSGの指導者ビーグルが，1958(昭和33)年か
ら SMSGに専念してから，約20年に近い間の彼の研究を，彼の死後 1 年目の1979(昭和54)年に，
ウイルソンとキルパトリックがまとめて出版した書物の目次は次のようである(Begle 1979)。
編集のはしがき，はしがき， 1．数学と数学の対象の本質的な性格， 2．数学教育の目標， 3．





























規模な調査が National Science Foundation(全米科学財団，略称 NSF)の援助を得た PRISM
Projectにより行われた。対象は，大学の研究者，指導主事，学校長，学校教員など様々であ
ったが，現代化の反省期において，基礎的技能の重視という反動的な動きに対して，方向づけ
























































































育観に基づいたものである。それに対して，1980(昭和55)年のアメリカの NCTM の “An
Agenda for Action”は，多様化した時代背景の中で，世界を誘導している大国アメリカが学校
での初等中等数学教育の中核に何を据えるかという問いの中で作成されたものである。
この Agendaの第 1 勧告で，問題解決が1980年代の焦点とされて以後，アメリカはもちろん
のこと日本や西欧諸国の数学教育界は，数学的問題解決に関する研究が中心となった。数学的
問題解決の研究は，ポリアの “How to solve it?”の問題解決の 4 段階が基本とされている(Polya
1944)。NCTM が出版した数学教育研究の指針を示した書物 “Research in Mathematics
Education”にも Problem Solvingに関する内容が含められている(Shumway ed. 1980)。また，
NCTM の1980年報は Agenda を会員に理解させるような内容となっている(NCTM 1980c)。
“An Agenda for Action”は NCTMが連邦政府に代わって策定したアメリカの数学教育政策で
あると捉えられる。
1980年代のアメリカの数学教育の研究と実践は数学的問題解決一色であったといっても過言
ではない。これは，現代化の反省として唱えられた “Back to Basic”というスローガンの脆弱
さとその反動として，アメリカが超大国としてあり続けるための数学教育政策の主軸の発見で
あったからであろう。
1980(昭和55)年から1982(昭和57)年にわたって実施された第 2 回 IEA(International Association
for the Evaluation of Educational Achievement of Mathematics，国際数学教育到達度評価学会)国際数学
教育調査(23か国26機関)の結果では，日本の成績(達成度)はアメリカよりもはるかに上位であっ
たが，算数・数学が好き，算数・数学学習が楽しいという割合はアメリカが上位で日本は下位
であった(国立教育研究所 1981, 1982, 1983)。日本の数学教育の研究者はアメリカの数学的問題
解決の書物の翻訳を行い，その内容を日本に取り入れようという動きが顕著になる。一方，ア
メリカは，日本の学習指導要領のように国全体に共通した基準を設定し，それにより学校数学







(Curriculum and Evaluation Standards for School Mathematics，略称 スタンダード)を発表し，約 8
万人の会員に配布した。
1984年に NCTM 理事会は作業グループを作ることを決め，1986(昭和61)年には学校数学の
ためのスタンダードの作成委員会(委員長 Thomas A. Romberg)が結成された。1987(昭和62)年10
月には，原案を完成し，教育関係者のみならず，産業，ビジネス，貿易，他の専門団体などに
配布して意見を聞いた。1988(昭和63)年の春のシカゴで行われた NCTMの 66th 年次大会(全米
大会)では多くのセッションで討議された。また，NCTMは，州の学校関係管理者や指導主事
により構成されている協議会(National Council of Supervisors of Mathematics, NCSM)や教科書出版
社にも意見を聞いている(Research Advisory Commitee of the NCTM 1988)。1988(昭和63)年秋には，
スタンダードの原稿が理事会で確認されると同時に10を超える数学の団体や20を超える教育団
体の支持を依頼している。このような経過を経て，1989年 3 月に記者発表を行い， 4 月オーラ






























スタンダードは， 1．問題解決としての数学， 2．コミュニケーションとしての数学， 3．推
論としての数学， 4．数学的つながり， 5．見積もり， 6．数のセンスと数表現， 7．整数の
演算の概念， 8．整数の計算， 9．幾何と空間のセンス，10．測定，11．統計と確率，12．分
数と小数，13．パターンと関係，である。 5 － 8 学年のカリキュラムスタンダードは， 1．問
題解決としての数学， 2．コミュニケーションとしての数学， 3．推論としての数学， 4．数
学的つながり， 5．数と数の関係， 6．数系と数論， 7．計算と見積もり， 8．パターンと関
数， 9．代数，10．統計，11．確率，12．幾何，13．測定，である。 9 －12学年のカリキュラ
ムスタンダードは， 1．問題解決としての数学， 2．コミュニケーションとしての数学， 3．
推論としての数学， 4．数学的つながり， 5．代数， 6．関数， 7．総合的視点からの幾何，
8．代数的視点からの幾何， 9．三角法，10．統計，11．確率，12．離散数学，13．微分積分
の概念的基礎，14．数学的構造，である。いずれにおいても， 1．問題解決としての数学， 2．














































アメリカの数学教育改革は，Mathematics Science Education Boardの “Everybody Counts”









置かれた文献 “Professional Standards for Teaching Mathematics”が発刊された(NCTM 1991)。
また，1989(昭和64)年のスタンダードの中に評価のスタンダードが含められているがそれをさ
らに充実させる意味で1995(平成 7 )年に評価の観点と評価方法に特化した “Assessment
Standards for School Mathematics”が発刊された(NCTM 1995)。1998(平成10)年にはスタン
ダードの根底に内在する原理を示すための議論の素材としての文献 “Principles and Standards
for School Mathematics: Discussion Draft”が配布された(NCTM 1998)。ここでは，公平さの原
理，学校数学カリキュラムの原理，指導(教授)の原理，学習の原理，評価の原理，テクノロ
ジーの原理についての考察が試みられている。この文献による様々な議論をもとにして，2000
(平成12)年に “Principles and Standards for School Mathematics”が発刊された(NCTM 2000)。
ここでは，Discussion Draftの上記 5つの原理に加えて，学習内容と学習過程に関する原理，
さらに，それらが段階として就学前から第 2 学年，第 3 学年から第 5 学年，第 6 学年から第 8




Companion to Principles and Standards for School Mathematics”が発刊された(NCTM 2003)。
2005(平成17)年には，就学前，第 1 学年から第12学年までの学年ごとの学習プロセスやスタン
ダードの内容項目に関する調査結果を示した文献 “Standards and Curriculum: A View from
the Nation”が発刊された (NCTM & ASSM 2005)。これは，National Council of teachers of








































表されている。コモン・コアは，2010 (平成 22)年，全米州知事会センター (The National
Governors Association Center for Best Practices, NGA Center)と州教育長協議会(The Council of Chief







NCTM は，An Agenda for Action (1980)から30年が経過し，Principles and standards for
School Mathematics(2000)を作成した目的と同じくして，The Common Core State Standards
が，The National Governors Association Centerから出されたことを，数学教育が州を超えて
統一化していく上で歓迎している。そして，幼稚園から後期中等学校までの数学学習に関する







proficiencies)を強調しており，それは NCTMの Principles and Standardsにおける数学学習プ
ロセスに関するスタンダードと同様であるとしている。そして，コモン・コア数学が取り上げ
ている次の 8 点に着目している。それらは， 1．問題の意味を理解し，粘り強く問題解決にあ
たる， 2．抽象的にも量的にも理由づけること， 3．他の人と実行可能性を見出し，根拠を批
評しあう， 4．数学的にモデル化する， 5．適切なツールを方略的に用いる， 6．正確さを追
求する， 7．構造を探し利用する， 8．根拠を繰り返して考え，規則性を見つけ表現する，で
ある(NCTM 2011)。
国際的な数学と理科の調査(The Trends in International Mathematics and Science Study, 略称
TIMSS)では，その2007(平成19)年実施の TIMSS2007は1995(平成 7 )年から 4 回目にあたる。
TIMSS2007においては， 4 学年， 8 学年ともに，アメリカの数学の成績は参加国(地域を含む)
の平均よりも高かった。 4 学年のアメリカの数学の成績は，測定結果が比較できない 4か国
(地域)を除いた35か国(地域を含む)のうち23か国よりも上位であったが，アジアとヨーロッパ
の 8か国(地域を含む)よりも低かった。 8 学年のアメリカの数学の成績は，測定結果が比較で
きない 5か国(地域)を除いた47か国(地域を含む)のうち37か国よりも上位であったが，アジア
の 5か国(地域を含む)よりも低かった。総評として，アメリカの数学の成績は 4 学年， 8 学年
とも2007(平成19)年の結果が1995(平成 7 )年の結果よりも高かった(国立教育政策研究所編 2009)。












Agenda for action 以来25年にわたってとり組んできたすべての子どもたちに高い数学レベル
を達成させるという目的に向かう歴史的な動向である。NCTMは，公平な教育として，カリ
キュラム，教材，教育技術，評価，教師の専門性のための本質事項を整理し，教師に提供し，
すべての子どもたちに反映されるために Principles to Actionを出したと考えられる。そこで
は，すべての子どもたちに効果的な数学指導を行うための留意点として， 5つをあげている。




























リカでは，NCTMから1980(昭和55)年に “An Agenda for Action”が出され，第 1 勧告として
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